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はじめに 

 琵琶湖はTVの報道などで、いまも「汚れている」、

「環境が悪化している」といわれるが、どう汚れて

いて、どう悪化しているのか、正確に説明されてい

るとはいえないと感じる。見た目あるいは何かの化

学的成分の濃度上昇をさしているのか。あるいは、

以前に湖底で魚が大量に死んでいる映像が報道され

たことで話題となった無酸素化のことなのか。その

「汚れて、環境が悪い？」琵琶湖へ、筆者は月に１

回ほど観測に出かけ、夏場にのどが渇けば、採水時

に残った深層の水を飲んでいる。研究室の学生も含

め、なんらかの障害や問題が生じたことは一度もな

い（とはいえ、飲用に供する湖水の採水深度は、よ

り安全と考えられるものである）。 

滋賀県はこの20年あまり、下水道の普及に非常に

力を入れてきた。筆者が所属する滋賀県立大学は

1995年に開学したが、当時の普及率は40％程度であ

った。現在は全国でも有数の高さになり、2009年度

は85.4％に達している1)。下水高度処理の普及率でも

全国首位である。琵琶湖開発に関する様々な訴訟が

起きた1970-80年代2,3) に比べ、窒素やリン、有機物

を含む家庭排水が直接琵琶湖に流入する量は劇的に

少なくなり、赤潮やアオコの発生報告も少なくなり

つつある。 

その点では、水はずいぶんきれいになったのだか

ら、これくらいでいいのではないかとも思われがち

だが、琵琶湖の環境には現在も様々な話題、問題が

存在している。 

 有機物濃度の目安であるCODは下がらず、むしろ

緩やかに上昇してきた4)。平均水深の浅い南湖（琵琶

湖大橋よりも南の部分）では水草の繁茂が著しく、

悪臭や船舶航行障害などの問題が生じている。また、

外来魚の増加と食用在来魚の激減が漁業者を悩ませ

ている。北湖（琵琶湖大橋よりも北の部分）の湖底

では溶存酸素飽和度の低下傾向が見られる1)。これら

は人為的な要因と生態系の様々な要素の変化が絡み

合っていると考えられ、その中に水環境の変化も含

まれる（これらの関係を解明することを目的として、

滋賀県立大学環境科学部が設置された）。筆者はこ

れらの現状を念頭に置きつつ、琵琶湖の水に含まれ

ている化学成分の由来・それらの相互作用に中心を

おいて研究を行っている。 

 

琵琶湖の水にまつわる問題点の昔と今 

これまでの琵琶湖で問題とされてきた水質面での

問題は、主としてリンや窒素を含む化学物質の流入

による富栄養化が中心であった。1970年頃は、水質

改良剤として合成洗剤に添加されていたポリリン酸

塩が流れ込み、植物プランクトンの増殖を促進、赤

潮やアオコの発生につながった。湖面の見た目の悪

さ、水への生臭いにおいの付着など、さまざまな問

題が生じた。琵琶湖の水は淀川水系へ流下し、滋賀

県だけでなく京都、大阪、兵庫県などを含む1,400万

人程度が利用している。1980年代に京都で学生生活

を送った身として、25年ほど前に口にした水道水の

においは今も記憶に残っている。 

当時の状況に対し、滋賀県の住民はリンを使用し

ない洗剤として粉石けんの利用を促進する運動を起

こし、つい最近まで活動を継続していた。滋賀県と

しても、「滋賀県琵琶湖の富栄養化の防止に関する

条例」を制定、家庭排水の河川や琵琶湖への直接流

入を行わず、合併浄化槽の奨励とともに下水処理施

設を建設することで対応し、琵琶湖は今の状態にま

でなった。透明度は南湖では2m前後だったものが

2.7mに、北湖でも5m前後から6m台に回復した。 

しかし先述のように、すべての問題が解決したわ

けではない。滋賀県が監視している富栄養化指標の

経年変化をみてみると、確かにリンに関する項目（リ

ン酸、T-P）やBODは、以前に比べて低下傾向にあ

るが、窒素に関する項目はほとんど値が変化してな

い。これは、非特定汚染源としての森林、農地、道

路などからの硝酸態窒素を主体とする流入が原因と
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